
1976.511977.3まで インドネシアの メソダウIイ諸

島の中のシブルッTt島において,ヤセザJt,類の生物社会

学的調立を行なった｡

9) ェチオビアにおけるヒヒ類の社会学的研究

河 合 雅 雄

エチオピアにおける〆ラダヒヒの社会学的研究につい

ての冶文を作刺した｡1975年8月から76年1月までに行

なったアスビスヒヒとマントヒヒの種間雑種の社会生態

学的研兜のまとめを行なった｡

10)ゲラ〆ヒヒの生物社会学的研究

森 梅 代

エチオピア布地セミエソ国立公園で50年10月から51年

3月まで現地調査を行ったゲラダヒヒの研究のとりまと

めを行なった｡

ll)打紐半島の取手厩の季節的移動と塊団のなりたちに

関する研兜

鈴 木 苑

各地にちらはる校数の洞穴に居住する巽芋類,ユビナ

ガコウモリ, コキクガシラコウモリの調査 を,Ⅰ958-

1961に引き絞きマーキングをほどこして再開した｡

紐 鋭

1)鈴木晃 (1977):霊長類の生態｡｢霊長類｣人類学講

座2(伊谷純一郎飼),pp.147-194.雄山間,東京｡

2) 鈴木克 く1977):ニホンザルーその生息環境｡人と自

然 No･2将来日本の鳥獣 :その環境く1〉pp.51-56.

論 文

1)Mizuno,A.,M.Kawai.andS.Ando(1976):

Ekologicalstudiesofforestlivingmonkeysin

theKibaleforestofUganda.KyotoUniv.

AfricanStudies,γol.X.,1-35.

2) 河合雅雄,菅原和事 (1976):雑塩化と霊長類の進

化 (1),自然 31(ll):48-57;(2),31(12):

64-79｡

3)鈴木克 く1976):コドモを食べるチンパンジー｡サ

イエンス.6(8),18-29.

4) 鈴木苑 (1976):盟長数の食性 ･遊動ノミメーンと社

会｡生物科学,28(4),210-216｡

5) 鈴木苑 (1977):チソバソジ-の社会と適応｡〃チソ

バl/-}一犯''(伊谷純一郎桐),pp.251-336,講談

社.米式｡

報 告 そ の 他

1)G.G.イートン (1976):ニホンザルの社会秩序｡

サイエンス,6(12),103-114(鈴木晃訳)｡

2) 東泣 く1976):岐阜県カItシカ生態調査報告｡昭和

50151年度,肢阜県｡

3)東滋 (1976):カモシカ故事と森林施業｡中部林業

研究会報告

学 会 発 表

1) 邑久島のニホソザルの生活

I.遊動する群れのグルービング

東 汲

弟23回日本生態学会大会 (1976)

2)Recentmodeofhumanimpactanditsecolo･

giCalconsequenceonthesurvivalofJapanese
BlackBear.

Azuma,AandH.Torii

Fourth InternationalConferenceon Bear

ResearcllandManagement.

3) 野生チソバソ57-のグJI,-ビ･/クの践将

鈴 木 兵

茄30回日本人琉学会民族学迎合大会 (1976)

4) 霊長類の地域個体群における社会的単位袋田の不均

等性と人口正について
鈴 木 兄

弟21回ブ1)マーチス研究会 (1977)

5) 〆ラダヒヒの one･maleunitのリーダーの交代と

新らしい Unit形成
森 梅 代

弟30回日本人類学会民族学連合大会 (1976)

変異研究部Fl

野沢 謙 ･和田一雄

西部顕逮l)･庄武孝義

研 究 栂 要

1) ニホソザルの袋田迫伝学的研究

野沢 鎌 ･庄武孝義

ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子の変異

を電気泳動法によって検索し.群内,群間の変異性を定

見化する｡昨年度までにニホンザル約40群,総個体数約

1,600頭の血液試料について,27塩の蛋白の構造を支配す

る計30遺伝子座の検索をおこなった｡このデータをもと

にして,統計的検討を加え,繁殖単位間の毎代の移出入

率,遺伝的変異の散布範囲などについて定丘的推定を行

い,ニホンザルの繁殖構造を解明すべく作業続行中であ

る｡

2)Macaca屈サルの系統的相互的係

野沢 放 ･庄武孝義

ニホー/ザルを含むMacaca屈サル各塩から採血をおこ

ない,上記1)と同一の方法によって機内,種間の退伝的

変異性を建立化し.それら桂問の退伝子構成上の差を退

1) 現在同志社大学工学部
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伝距雄で表現し,それに放血分双学的手法を適用して枝

分れ図を措く｡それにより位間の近縁凹節.分化時間の

推定-等をおこなう作菜を日IF続行中である｡これまでの

結果をまとめて迫伝学雑誌に投柿した｡.
3) ニホソザルの先天的四肢杏Iigへの退伝学的アプロー

チ

野沢 託 ･庄武孝義

ニホソザルの数多くの餌付け群に多発する先天的四肢

春型が遺伝的支配を受けているか否かを明らかにすべく

研究が統行されている｡集団の寄塑出現の家族集積性の

データから統計退伝学的手法を用いて遺伝率の推定をお

こなう他,沃路島野猿公園の協力を得て,交配突放をお

こなっている｡

4)家畜化現象と家畜系統史の研究

野沢 靴･庄式事衣

在来語家畜とそれらの野生原位の氾伝学的野外調査に

よって,家畜化現象そのものの兆田近伝学的解由と,個

々の家畜校内で地域張団関の迫伝的分化の程度,系統的

相互関係の解明を行ないつつある｡

5) エチオピアにおけるマンT.ヒヒとアヌビスヒヒの種

閉経塩に関する迫伝学的研究

庄武奉読･野沢 誹

1975年8月より1976年3月までの海外学術調査によっ

て入手した血液試料を分析し,マl/T･ヒヒとアヌビスヒ

ヒの退伝的差異を明らかにし,両者の雑種について退伝

学的考察を行った｡その結果を1976年10月の日本迫伝学

会で発表した｡

6) エチオti'ァ中央部のグ1)ベットモンキーの血紋蛋白

の通伝的変穴に関する研究

正式夢虫･野沢 陳

上記海外学術調査の折に入手したエチオピア中央部の

グT)ベットモンキーの血液蛋白の35退伝子座位の検索を

行い,その遺伝的変異性をPapio屈,Macaca屈と比較

した｡その結果を1976年11月の日本人類学会で発表 し
た｡

7) ネパールにおけるヒマラヤソランクールとアカゲザ

ルの生物地理学

和 田 一 雄

1976年度には2位の生物地理学的調査に袋申し,1977

年度にはひきつづき2位の分布,食性,個体数などの調

査を行なうと共に.低地,中部山岳,布山における季節

的変化の調査も並行している｡

8)志究BJ･C郡の容抑こおける群仰関係
和 田 一 班

個体m別されている野生の志究C郡を中心にして,研

湯川中流域における両群の接触がひんはんに行なわれる

時期に焦点を合わして調査を蝕統中である｡

9) ニホソザルの社会生態学的研究

西 邸 国 連

主として市崎山のニホソザルを対象として第五次,お

よび茄六次群れ分封を調査｡高崎山における群れ分裂に

ついてのモノグラフを作成｡苗崎山のニホンザルポビュ

レーシ1ソに関して大沢苛と共同研究｡

10)広弗揖類の社会生倍学的研究

西 邸 既 達

1975年～1976年にかけてアマゾソ上流域におけるウ-

1)-モンキーの調査に関する総見を並乳 一部を発表｡

紐 税

1) 野沢 鎌 (1977):野生および半野生動物の柴田退

伝学的アプローチ,ニホンザルを中心として｡水産

背位研究会記錦2.pp.15-18｡

輪 文

1)Nozawa,冗.,T.Shotake.Y.Ohkura,andY.

Tanabe(1977):Geneticvariationswithinand

betweenspeciesofAsianmacaques.JGb.).
Gcnct.,51.15130.

2)Nozawa.K･.T.Shotake,andY.Ohkura(1976):

Bl∞dproteinvariationswithinandbetween

theeastAsianandEuropeanhorsepopulati･

ons.I.Tl'erzuchLg.ZuchtgsbEoZ.93,60-74.

3) 西部田達･末 泣 (1977):カポコのチソバソ57-.

-'チソバソジーm"(伊谷純一郎桐),pp.59-151,

調談社｡

報 告･その他

1)四邸琉速 く1976):ウ-I)-モンキーの社会,ウー

リーモソキーの行動｡モンキー (第三次アマゾン調

査特別号)20(1.2),26-記,34-37｡

2)西都原逮 (1977):高崎山の群れ分裂- 弟3次分

裂より弟6次分淡まで｡高崎山生息ニホソザル調査

報告-1971年～1976年,大分市｡

3) 杉山幸九･大沢秀行･西都原達･増井忠一 (1977)

:ポti'ユレ-シすソ･センサス (個体数調査)によ

る苗崎山生息ニホンザルの個体群動態｡苗崎山生息

ニホンザル調査報告-1971年～1976年,大分市｡

4) 大沢秀行･杉山事九･西部厨達 (1977);識別個体

の追跡による苗崎山生息ニホンザルの個体群動態｡

市崎山生息ニホンザル調査報告-1971年～1976年,

大分市｡

学 会 発 表

1) ニホソザルの繁弧111位Wの移出入牢の推淀

野 沢 謙

茄21回プ1)マーチス研究会 (1977)
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2) ニホソザルの種内遺伝的変異

野沢 謙･庄武孝義

大倉よし子

弟49回日本退伝学会 (1976)

3) マソトヒヒ,アヌビスヒヒそれらの雑塩の血液蛋白

質の変異

庄武 孝義･大倉よし子

川本 芳 ･野沢 謙

第49回日本遺伝学会

4) エチオピア中央部のグ1)ベットモソキー (Cercoi'i-

thccusLWihl'0psaethioL)S)の血液蛋白質の変異

庄式 事義･大倉よし子

川本 芳･野沢 謙

茄30回日本人較学会･日本民族学会

迎合大会 (1976)

5) 沖縄山羊の退伝的変異性

正式 孝義･新城 明久

大倉よし子･野沢 謙

弟66回日本畜産学会 (1977)

生活史研究部門

杉山辛九 ･田中二郎

小山直樹 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) ニホソザル個体群生態学的研究

杉山串九･小山直樹･大沢秀行

1.盟仙山生息ニホソザJt,地域個体群の動態｡餌付け

を放糞した2つの野生群の全個体標識識別を基礎に,

餌付け期間中と対比させながら人口学的研究を進めて

きた｡とくに本年度は自然環境下における出産率,初

産年令,若年死亡等に新知見を得た｡

2.嵐山生息ニホソザルの個体群動態｡全個体に飼す

る出産･死亡･離脱などの資料の収集と分析をおこな

い.個体郡動態解明にとりくんできた｡

3.市崎山生色ニホソザルゐ個体群動態｡ポti'ユレ～

シFソ･セソサスとサソプル標識追跡によって,個体

群榊道の人口学的解析を進めてきた｡とくに本年度は

餌付け条件下における生命表の作成が試みられた (変

異部門西部鋭達と共同)｡

2) 苗チオビア高原におけるゲラ〆ヒヒの社会生態学的

研究

大 沢 秀 行

昭和48年度の調査に引き続いて本年度も現地調査を継

統し,兆田構成と行動域,生息地の食物生産量,採食丑

との関係を追跡した｡

3) 類人猿,狩猟採集民･遊牧民の生態学的研究

田 中 二 郎

ホミニゼ-ショ./の過程における生活様式と社会の撰

元を目的として,狩猟採集民,遊牧民の生態学的研究を

行なっている (年報第5巻1萌 参府)｡昭和49･50年度

にまたがる現地調査の成果を比較生態学的な観点からま

とめてきた｡

白山山盛における山村住民の調査を行ない,アフリカ

での調査との比較的な視点から考察した｡

論 文

1)Sugiyama,Y.(1976):Lifehistoryofmale

Japanesemonkey&一'AdvanccsinihcStudyof

Behavior,VoZ.7''.pp.255'284,AcademicPress.
NewYork.

2)Sugiyama,Y.(1976):Characteristicsofthe

ecologyoftheHimalayanlangurs.JowTWla/

HumanEvoluil'on,5.2491277.

3) 田中二郎 (1976);ラクダ遊牧民を追って｡自然,
31,36-46｡

4)田中二郎 (1976):白紙と住まいの人類学一狩野惟慕
集民プッシーマンの生活｡アニマ,42,44-50.

5)Tanaka,J.(1976):Subsistenceecology of
Central KalahariSan.''KaZahari Huntcl･･'

Gathercrs-Siudicsofihc!KungSamand

theirneighbors".(R.B.LeeandI.DeVore,
eds,),pp.98-119.HarvardUniversityPress,

Cambridge,Mass･

6)田中二郎 (1977):プッシーマンのサブシステソス

ーその進化史的考察｡生物科学,29,51-56｡

7)杉山宰九･大沢秀行･西邸顕遠･増井店-(1977)

:ポビ1レーシすソ･センサスによる高崎山生息ニ

ホンザルの個体群動態｡苗崎山ニホ./ヂIT,調査報告

1971-1975年,5-18,大分市｡

8)大沢秀行･彰山車九･西邸厳達(1977):級別個体

の追跡による高崎山生息ニホソザルの個体群動態｡I

高崎山ニホンザル調査報告 1971-1975年｡19-29.
大分市｡

学 会 発 表

1) ラクダ進攻民t/ソディーレの生腿と社会

田中二郎 ･佐藤 俊

日本民族学会第15回研究大会 (1976)

2) レソディーレ族の環境適応について

田中二郎･佐藤 俊

弟13回E]本ア7I)カ学会学術大会 (1976)

3) ニホ'/ザルのグルーブ〆イナミックス
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